































の『三国志』は紀伝体であり、分類ごとに記されている。したがって、一連の流れで語られる講談や 時間軸に沿ってひとつの物語が展開される『三国志演義』とは目的も表現も異なる。『三国志』には、 「諸葛亮伝」と「馬謖伝」がある。 「空城計」の故事はこれら二つの伝のどちらかにあるだろう。ところが、 『三国志』を参照すると、馬謖の失敗で街亭の戦いに
敗戦した後、すぐに「謖を戮して」となり、その間に空城計の話は一切出てこない。つまり『三国志』では諸葛亮の空城計はないということになってしまう。そこで、裴松之の注釈を参照すると、果たして「諸葛亮伝」に空城計の場面を記した注が見られた。







場面を挿入した、裴松之の意図はどこにある か。裴松之が注釈をつけることになっ 理由は宋 文帝の理解と教養を促すためである。だから、作り話も含めて豊富な引用をしたのだろう。また、文帝がつまらない史実 楽しく読めるように、楽 い作り話を挿入したとも考えられるのではな か。
このように、裴松之の注で空城計の故事は登場するのだが、それ

























図というのは、史実でないことへの断りという意味だろうか。そうすると、ここで 史実 虚構の境界が意識されていたことになる簡単に考えれば、物語の「はじまりはじまり」の役目のような、より小説らしさをかもし出す部分 あったのかもしれな 。
二に関しては、三国鼎立で使われる「三」という数字は、儒教や






は何か。それは、空城計の分かりづらさにあるのかもしれない。空城計 知恵を使った戦略である。大衆に親しまれ 講談には受け入れがたかったのかもしれ い。ま 、講談で空城計の魅力 伝えられるかという点も難しいように思う。講談のようにテンポよく話されていくよりも、書物でじ くり読んだほうが面白みがわか 気がする。『全相平話三国志』とは対照的に『三国志演義』では空城計が実に細かく取り上げられて る。こちらは文字が読め 程度 ある程度教養がある人々が読者層であ 空城計 まさ 最適な内容だ。つまり『全相平話』は娯楽ゆえに空城計が取り上げ れなかったと推測できるのだが、ここで、同時代の元雑劇にも注目してほし元雑劇は『全相平話三国志』と同時代に最も栄えた芸能であり、
かつ最高の文学であるといわれる。
元雑劇には空城計の演目はあったのだろうか。元雑劇の流れを受




『三国志演義』は代表的な白話小説である。初歩的で平易な文言文ではあるが、文字が読める庶民たちが読者層だ。文字を知っていても、教養がないという人にも分かるように記された小説である。当て字や挿絵の多い『全相』に比べ文学的要素が強いことは明確だ内容も演義のほう はるかに多い。『全相平話三国志』が誰にでもわかる表現で大衆の支持を得たのに対して、 『 』は文学的要素 よって支持を得た。より難しい要素が盛り込まれ 出版されたことは、三国志が大衆に一般的に知られていたことと、その人気を裏付け 根拠にもなる。それでは内容を見てみよう。











諸葛亮を「臆病」といっていた司馬懿が『三国志演義』では、 「ああ、わしは孔明の敵ではない」と認めるほどの諸葛亮の変貌ぶり ある。また、立派な諸葛亮が描かれつつも、魏軍が退いていくのを手をうって笑っていたり、 「わしが司馬懿でなかったら、決して退かなかったであろう」と触れ回るなど、飾らな 人間らしい一面も見られる。
空城計を実行するには、危険と決断する勇気を伴う行動が必要な
だけに、正史『三国志』で 「 臆病であるから空城計は作り話である」と結論付け が、 『三国志演義』においては逆に空城計の場面を描写す ことで「諸葛亮は知略に長けた英雄である」というイメージ つくりあげ といえるだろう。
第一章では三種類の書を参照したが、 『平話』には空城計 描写






























指す。この戯曲の「曲」とは元代に生まれた詩歌のスタイルのことであり、元雑劇で歌われる歌のこ をいう。一人の民間芸人がテンポよく語る説話から音楽要素が生まれ、演劇が生ま ならば自然な流れであ 元雑劇で歌うことができるのは一人の役者 みだ。これもまた説話の影響な かもし ない
このように元雑劇は、歌が大切な要素であり、それが芸術作品と
なるのだが、また元代における最高の文学作品ともいわれている。なぜ らば、それまで演劇で使うような話し言葉は書かなかった文士たちが次々と脚本を手掛けるようになったからである。プロの書き手がつくことで、芸術作品のみ とどまらず、 しての要素を兼ね備えることになったのだ。
文学とは史実と異なり、違う世界へと誘う性質を持っている。そ
の違う世界へ誘う めの表現手段として文体や役者を工夫しなければならない。この異化効果をど ように創作するのかが、文学作品としての面白さを左右する。 『三国志演義』において羅貫中の 体が注目され、白話小説が流行した と同様 雑劇において構成や衣装などの表現に大衆の観客の関心が寄せられた の推測は容易い。元雑劇は異化効果を十分に伴うから文学作品と認めら る ろう。
元雑劇は大衆の間で流行したが、明代に入ると急に衰退してしま















地方劇の西皮劇では、それほどまで演劇としての完成度 なかったのではないかと推測 きる。西皮劇は節は決まっ いる のの比較的自由な音楽構造であり、それほど脚本というものが重視されていなかったのではないか。雅部 分類された昆山腔に対 、西皮を含む南方系戯曲 華部 称され俗なものと分類されていたからだ。
西皮劇における「空城計」が演じられた時代は『三国志演義』が





























































それでは、 『三国志演義』 の表す世界はどのようなも か。それは、
最大限に引き出される人物の魅力である。人物描写から、人物像を作り上げていくことができる。人物の魅力ばかりを追求すると、娯楽のみに偏り文学的要素 なくなってしま おそれもあるが、その両方のバランスが保たれているのが、 『三国志演義』 で 。それも、楽しみながらおのずと教養がつくよ な作品な だ。まず、文字を読める大衆に、普段とは違う世界へ誘う文学の魅力を伝えた。そして、事実とは異なる描写でも、人物の魅力を描くことで、読者に考
えさせて、教養を得られるようになっている。空城計でいえば、慎重な諸葛亮がなぜ、大胆な計画に踏み切 たのか、どのように相手をやりこめるのか、といったところだ。
このように、細かな人物描写をすることで読者はその内面をより













立から考えて、間違いなく強いだろう。そもそもの中国の演 は音楽によって始まったものであり、その音楽と文学が一体化することで演劇の新たな形が生ま からだ。音楽と文学の一体化については、中国ならではの理由もある。音楽とは即ちリズムである。語は現在でいえばピンインがあるように、抑揚があって、拍感る言 だ。この点 おい 中国語の言語時代が音楽で る いえるのだ。
文学は言語が要だ。言語で表現しようとして、それを洗練させて
いくと、自然と音楽で表現することに結びつくのだ。こ が、中国にお て文学と音楽が結びつく所以 ある。さらに音楽が芸術性求めると、芸術と結びついた音楽と、文学、三者 一体となる。これがまさに演劇の魅力なので ないか。
京劇は余計なものがなく洗練された演劇であるといえるだろう。
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